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考
え
ら
れ
る
原
因

·
ク
ラ
ッ
チ
コ
イ
ル
断
線

·
熱
保
護
セ
ン
サ
ー
故
障

·
ク
ラ
ッ
チ
滑
り
に
よ
る
過
熱

長
期
間
に
わ
た
り
ク
ラ
ッ
チ
が
滑
っ
た

状
態
で
使
用
さ
れ
る
と
、
コ
イ
ル
温
度

が
上
昇
し
焼
損
・
断
線
に
至
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。 

C
ク
ラ
ッ
チ
が
断
続
的
に
Ｏ
Ｎ
／

Ｏ
Ｆ
Ｆ
を
繰
り
返
す

考
え
ら
れ
る
原
因 

·
高
圧
セ
ン
サ
ー
異
常

·
エ
キ
ス
パ
ン
シ
ョ
ン
バ
ル
ブ
詰
ま
り

·
レ
シ
ー
バ
ー
内
部
閉
塞

·
異
物
混
入
に
よ
る
冷
媒
流
量
異
常

シ
ス
テ
ム
内
に
発
生
し
た
異
物
や
劣
化

オ
イ
ル
に
よ
っ
て
冷
媒
循
環
が
阻
害
さ

れ
る
と
、
圧
力
異
常
を
検
知
し
た
制
御

系
が
コ
ン
プ
レ
ッ
サ
ー
へ
の
電
源
供
給

を
断
続
的
に
停
止
し
ま
す
。 

D
停
車
中
の
み
唸
り
音
が
発
生
し

冷
え
な
く
な
る
が
走
行
す
る
と

回
復
す
る 

考
え
ら
れ
る
原
因 

·
電
動
フ
ァ
ン
回
転
不
足

·
コ
ン
デ
ン
サ
ー
冷
却
不
足

·
高
圧
異
常
上
昇

走
行
時
は
走
行
風
に
よ
っ
て
コ
ン
デ
ン

サ
ー
が
冷
却
さ
れ
る
た
め
症
状
が
改
善

し
ま
す
。
し
か
し
停
車
時
は
電
動
フ
ァ

ン
の
み
で
冷
却
を
行
う
た
め
、
フ
ァ
ン

性
能
が
低
下
し
て
い
る
場
合
は
高
圧
側

圧
力
が
上
昇
し
冷
房
能
力
が
低
下
し
ま

す
。

E
良
く
冷
え
る
が
一
定
時
間
経
過

後
に
冷
え
な
く
な
り
、
し
ば
ら

く
す
る
と
回
復
す
る 

考
え
ら
れ
る
原
因 

·
冷
却
能
力
不
足

·
熱
膨
張
に
よ
る
内
部
ク
リ
ア
ラ
ン
ス

異
常

·
電
動
フ
ァ
ン
性
能
低
下

·
圧
力
異
常
制
御

コ
ン
プ
レ
ッ
サ
ー
が
高
温
状
態
に
な
る

と
効
率
が
低
下
し
、
一
時
的
に
冷
房
能

力
が
失
わ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。 

②
コ
ン
プ
レ
ッ
サ
ー
取
り
外
し

後
の
点
検 

コ
ン
プ
レ
ッ
サ
ー
交
換
前
に
は
、
残
留

オ
イ
ル
の
状
態
確
認
を
必
ず
実
施
し
て

く
だ
さ
い
。

　

新
品
オ
イ
ル

　

特
徴

　

・
無
色
透
明

　

・
低
粘
度

　

劣
化
オ
イ
ル

　

特
徴

　

・
経
年
劣
化

　

・
高
熱
に
よ
る
変
色

　

・
潤
滑
性
能
低
下

（
←
次
ペ
ー
ジ
へ
）

は
じ
め
に

エ
ア
コ
ン
コ
ン
プ
レ
ッ
サ
ー
を
交

換
す
る
前
に
、
ま
ず
現
在
装
着
さ

れ
て
い
る
コ
ン
プ
レ
ッ
サ
ー
の
状

態
を
正
確
に
診
断
す
る
こ
と
が
重

要
で
す
。

コ
ン
プ
レ
ッ
サ
ー
の
故
障
は
経
年

劣
化
だ
け
が
原
因
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
近
年
で
は
夏
季
の
高
外
気
温

や
冷
却
性
能
の
低
下
に
よ
る
熱
負

荷
の
増
大
が
原
因
と
な
り
、
比
較

的
低
走
行
距
離
の
車
両
で
も
故
障

が
発
生
す
る
事
例
が
増
え
て
い
ま

す
。

①
症
状
別
診
断 

A
冷
媒
ガ
ス
は
充
填
さ
れ
て
お
り

ク
ラ
ッ
チ
も
作
動
す
る
が
異
音

が
発
生
し
冷
え
な
い 

考
え
ら
れ
る
原
因 

·
コ
ン
プ
レ
ッ
サ
ー
内
部
機
構
の
損
傷

·
圧
縮
機
構
の
内
部
リ
ー
ク

·
ベ
ア
リ
ン
グ
損
傷

·
焼
付
き
初
期
症
状

内
部
部
品
が
干
渉
す
る
こ
と
で
異
音
が

発
生
し
、
十
分
な
圧
縮
が
行
わ
れ
な
く

な
る
た
め
冷
房
性
能
が
低
下
し
ま
す
。

B
ク
ラ
ッ
チ
回
路
に
は
電
圧
が
供

給
さ
れ
て
い
る
が
ク
ラ
ッ
チ
が

作
動
し
な
い
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エ
ア
コ
ン
コ
ン
プ
レ
ッ
サ
ー
交
換
前
の
診
断
と
再
発
防
止
対
策

　

こ
の
連
休
、
好
き
な
歴
史
小
説
家
飯

嶋
和
一
さ
ん
の
小
説
が
久
方
ぶ
り
に
出

版
さ
れ
早
速
読
ん
だ
。
非
常
に
寡
作
な

作
家
で
、
デ
ビ
ュ
―
か
ら
す
で
に
40
年

を
超
え
て
い
る
が
、
そ
の
間
に
出
版
さ

れ
た
作
品
は
10
作
品
に
も
満
た
な
い
が
、

４
作
品
が
文
学
賞
を
受
賞
し
評
価
も
高

い
▼
今
回
の
舞
台
は
、
九
代
将
軍
家
重

世
の
宝
暦
年
間
に
金
森
氏
が
治
め
て
い

た
美
濃
国
郡
上
藩
。
藩
主
は
江
戸
屋
敷

で
遊
興
に
ふ
け
り
、
家
臣
ら
は
国
元
で

異
常
な
重
税
を
民
に
課
し
た
。
例
え
ば

白
山
信
仰
の
拠
点
え
あ
っ
た
村
で
は
、

欲
深
い
神
主
が
家
臣
ら
と
結
託
し
て
村

民
五
百
余
名
を
追
放
。
飢
え
と
寒
さ
で

70
名
以
上
が
命
を
落
と
し
た
。「
こ
れ
ほ

ど
の
悪
政
に
黙
っ
て
い
て
は
白
山
の
神

に
許
さ
れ
な
い
」。
悲
壮
な
決
意
を
し
た

男
た
ち
が
江
戸
で
駕
籠
訴
や
箱
訴
を
敢

行
す
る
。
奉
行
ら
は
当
初
お
ざ
な
り
に

処
理
し
よ
う
と
す
る
。
だ
が
人
気
の
講

釈
師
が
郡
上
騒
動
を
上
演
し
て
江
戸
の

関
心
を
呼
ぶ
と
、
幕
府
は
一
転
、
藩
主

を
白
洲
で
裁
き
、
改
易
の
判
決
を
下
す
。

そ
れ
で
も
訴
え
出
た
男
た
ち
が
故
郷
に

戻
っ
て
称
賛
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。
死

罪
や
獄
門
の
極
刑
に
付
さ
れ
た
か
ら
だ

▼
統
治
者
一
強
に
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
庶

民
は
分
断
さ
れ
る
。
郡
上
で
も
藩
政
に

追
従
す
る
「
寝
物
」
派
と
、
身
を
賭
し

て
立
ち
上
が
る
「
立
物
」
た
ち
が
争
い

続
け
た
。
両
者
の
反
目
か
ら
村
の
調
和

が
破
壊
さ
れ
た
結
果
、「
藩
の
思
う
が
ま

ま
、
や
り
た
い
放
題
が
通
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
」。
若
き
立
の
嘆
き
が
悪

政
の
本
質
を
突
く
。
ま
る
で
今
日
の
ア

メ
リ
カ
、
明
日
の
日
本
か
も
知
れ
な
い
。

（
斉
藤
修
一
）

2026
SUMMERCOLUMN

VOLUME 72

一
意

 

直
到

オートハンズ通信
発行元：オートハンズ／発行責任者：花ケ崎　巧／編集：広報委員会／デザイン・印刷：網野印刷

2026. SUMMER
VOLUME74

2026.夏号

　

金
属
粉
混
入
オ
イ
ル

　

特
徴

　

・
黒
褐
色

　

・
金
属
粉
・
摩
耗
粉

　

・
異
臭

※
コ
ン
プ
レ
ッ
サ
ー
の
種
類
に
よ
っ
て

は
、
見
た
目
が
綺
麗
な
オ
イ
ル
で
も

微
細
な
金
属
粉
が
混
入
し
て
い
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。 

③
エ
ア
コ
ン
サ
イ
ク
ル
内
の
異

物
拡
散 

コ
ン
プ
レ
ッ
サ
ー
内
部
で
発
生
し
た
金

属
粉
は
混
合
ガ
ス
と
共
に
エ
ア
コ
ン
サ

イ
ク
ル
内
を
循
環
し
ま
す
。
冷
媒
の
流

れ
は
以
下
の
通
り
で
す
。

コ
ン
プ
レ
ッ
サ
ー
・
コ
ン
デ
ン
サ
ー
・

レ
シ
ー
バ
ー
・
エ
キ
ス
パ
ン
シ
ョ
ン
バ

ル
ブ
・
エ
バ
ポ
レ
ー
タ
ー
・
コ
ン
プ
レ

ッ
サ
ー

冷
媒
ガ
ス
だ
け
で
な
く
、
コ
ン
プ
レ
ッ

サ
ー
オ
イ
ル
も
冷
媒
と
と
も
に
サ
イ
ク

ル
内
を
循
環
し
て
い
ま
す
。
一
般
的
に

コ
ン
プ
レ
ッ
サ
ー
内
部
に
残
留
す
る
オ

イ
ル
は
全
体
の
20
〜
30
％
程
度
で
あ
り
、

残
り
は
サ
イ
ク
ル
全
体
を
循
環
し
て
い

ま
す
。
そ
の
た
め
コ
ン
プ
レ
ッ
サ
ー
内

部
で
発
生
し
た
金
属
粉
や
劣
化
オ
イ
ル

は
、
サ
イ
ク
ル
全
体
へ
拡
散
し
ま
す
。

コ
ン
プ
レ
ッ
サ
ー
が
故
障
す
る
と
「
圧

縮
機
」
で
は
な
く
「
ゴ
ミ
発
生
機
」
と

な
り
ま
す
。 

比
較
的
大
き
な
異
物
は
コ

ン
デ
ン
サ
ー
や
レ
シ
ー
バ
ー
で
捕
捉
さ

れ
ま
す
が
、微
細
な
金
属
粉
は
通
過
し
、

エ
キ
ス
パ
ン
シ
ョ
ン
バ
ル
ブ
や
エ
バ
ポ

レ
ー
タ
ー
内
部
に
ま
で
到
達
し
ま
す
。

こ
れ
を
見
落
と
し
た
場
合 

·
ガ
ス
チ
ャ
ー
ジ
時
に
異
音
が
発
生
す
る

·
修
理
直
後
に
焼
付
き
が
再
発
す
る

·
半
年
〜
1
年
後
に
再
故
障
す
る

と
い
っ
た
ト
ラ
ブ
ル
に
つ
な
が
り
ま
す
。

④
サ
イ
ク
ル
全
交
換
が
必
要
な

ケ
ー
ス 

コ
ン
デ
ン
サ
ー
や
レ
シ
ー
バ
ー
の
配
管

を
取
り
外
し
、
不
純
物
の
有
無
を
確
認

し
ま
す
。
さ
ら
に
エ
バ
ポ
レ
ー
タ
ー
側

配
管
も
点
検
し
、
金
属
粉
や
黒
色
オ
イ

ル
が
確
認
さ
れ
た
場
合
は
サ
イ
ク
ル
全

体
が
汚
染
さ
れ
て
い
る
と
判
断
し
ま
す
。

こ
の
場
合
は
以
下
の
部
品
交
換
が
必
要

に
な
り
ま
す
。

·
コ
ン
プ
レ
ッ
サ
ー

·
コ
ン
デ
ン
サ
ー

·
レ
シ
ー
バ
ー

·
エ
キ
ス
パ
ン
シ
ョ
ン
バ
ル
ブ

·
エ
バ
ポ
レ
ー
タ
ー

·
高
圧
ゴ
ム
ホ
ー
ス
パ
イ
プ

·
低
圧
ゴ
ム
ホ
ー
ス
パ
イ
プ

故
障
原
因
と
対
策 

⑤
コ
ン
プ
レ
ッ
サ
ー
故
障
の
背
景  

近
年
は
夏
季
の
外
気
温
が
35
度
〜
40
度

に
達
す
る
こ
と
も
珍
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。

一
方
車
両
で
は
軽
量
化
・
Ｃ
Ｏ
２
削
減
・

冷
媒
の
環
境
対
応
化
な
ど
が
進
め
ら
れ

い
ま
す
。
し
か
し
軽
量
化
に
伴
い
コ
ン

デ
ン
サ
ー
の
小
型
化
・
配
管
容
量
の
縮

小
・
オ
イ
ル
封
入
量
の
減
少
が
進
み
冷

却
性
能
や
潤
滑
性
能
の
余
裕
が
少
な
く

な
っ
て
い
る
と
考
え
ま
す
。

さ
ら
に
電
動
フ
ァ
ン
の
性
能
低
下
が
加

わ
る
こ
と
で
、
比
較
的
新
し
い
車
両
３

年
か
ら
５
年
走
行
距
離
３
万
〜
６
万
㎞

程
度
の
車
両
で
も
コ
ン
プ
プ
レ
ッ
サ
ー

の
故
障
事
例
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

⑥
電
動
フ
ァ
ン
同
時
交
換
の
推
奨

  コ
ン
プ
レ
ッ
サ
ー
故
障
は
経
年
劣
化
だ

け
で
な
く
、
冷
却
系
統
の
性
能
低
下
に

よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
る
ケ
ー
ス
も
少

な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

・
使
用
年
数

・
走
行
距
離

だ
け
で
判
断
せ
ず
、
コ
ン
プ
レ
ッ
サ
ー

交
換
時
に
は
電
動
フ
ァ
ン
の
状
態
も
点

検
し
、
必
要
に
応
じ
て
同
時
交
換
を
推

奨
し
ま
す
。

冷
却
効
率
向
上
の
対
策 

新
車
時
に
は
コ
ン
デ
ン
サ
ー
と
ラ
ジ
エ

ー
タ
ー
の
接
合
部
（
上
下
左
右
）
に
ス

ポ
ン
ジ
シ
ー
ル
が
装
着
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
ス
ポ
ン
ジ
に
は
、

·
停
車
時
に
電
動
フ
ァ
ン
の
通
風
量
を

適
切
に
確
保

·
走
行
時
に
コ
ン
デ
ン
サ
ー
と
ラ
ジ
エ

ー
タ
ー
の
通
風
量
の
確
保 

と
い
う
役
割
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
経

年
劣
化
に
よ
り
脱
落
・
変
形
す
る
と
、

冷
却
効
率
が
低
下
し
ま
す
。
し
か
し
経

年
劣
化
に
よ
り
脱
落
・
変
形
す
る
と
、

冷
却
効
率
が
低
下
し
ま
す
。
そ
の
た
め

定
期
的
な
点
検
を
行
い
、
劣
化
が
確
認

さ
れ
た
場
合
は
補
修
ま
た
は
貼
り
替
え

を
実
施
し
て
く
だ
さ
い
。

⑦
軽
自
動
車
・
普
通
車
に
共
通

す
る
問
題 

近
年
、
電
動
フ
ァ
ン
モ
ー
タ
ー
の
不
具

合
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

主
な
原
因

·
ブ
ラ
シ
の
早
期
摩
耗

·
モ
ー
タ
ー
銅
線
の
劣
化

·
ベ
ア
リ
ン
グ
摩
耗

大
型
車
で
は
フ
ァ
ン
の
カ
ッ
プ
リ
ン
グ

の
不
具
合
も
発
生
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

ら
の
不
具
合
に
よ
っ
て
コ
ン
デ
ン
サ
ー

冷
却
能
力
が
低
下
す
る
と
、
高
圧
側
圧

力
が
異
常
上
昇
し
、
コ
ン
プ
レ
ッ
サ
ー

が
熱
膨
張
を
起
こ
し
て
焼
損
す
る
原
因

と
な
り
ま
す
。 

⑧
電
動
フ
ァ
ン
故
障
が
見
つ
け

に
く
い
理
由

 

電
動
フ
ァ
ン
が
完
全
停
止
し
て
い
る
場

合
は
比
較
的
容
易
に
診
断
で
き
ま
す
が

し
か
し

·
回
転
数
が
低
下
し
て
い
る

·
高
音
時
の
み
性
能
が
落
ち
る

と
い
っ
た
症
状
は
整
備
工
場
で
再
現
す

る
事
が
非
常
に
困
難
で
そ
の
為
異
常
が

見
逃
さ
れ
交
換
に
至
ら
な
い
ケ
ー
ス
も

少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

再
現
が
難
し
い
理
由 

整
備
工
場
で
の

·
長
距
離
走
行

·
長
時
間
走
行

·
過
酷
な
外
気
温

な
ど
、
ユ
ー
ザ
ー
が
実
際
に
使
用
す
る

過
酷
な
条
件
を
完
全
に
再
現
す
る
こ
と

が
で
き
な
い
た
め
で
す
。 

そ
の
結
果
、

入
庫
時
に
は
正
常
で
も
実
際
の
使
用
環

境
で
は
不
具
合
が
発
生
す
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

ま
と
め

コ
ン
プ
レ
ッ
サ
ー
故
障
は
単
な
る

経
年
劣
化
だ
け
で
な
く
、
コ
ン
デ

ン
サ
ー
冷
却
不
足
や
電
動
フ
ァ
ン

性
能
低
下
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ

れ
る
ケ
ー
ス
が
非
常
に
多
く
あ
り

ま
す
。

コ
ン
プ
レ
ッ
サ
ー
交
換
時
に
は
、

サ
イ
ク
ル
内
部
の
汚
染
状
況
確
認

と
冷
却
系
統
の
総
合
点
検
を
必
ず

実
施
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
コ
ン
デ
ン
サ
ー
・
電
動
フ

ァ
ン
・
ス
ポ
ン
ジ
シ
ー
ル
な
ど
の

冷
却
関
連
部
品
も
同
時
に
点
検
し
、

必
要
に
応
じ
て
交
換
す
る
こ
と
で

再
発
防
止
に
つ
な
が
り
ま
す
。

高品質&サビに強い
ＳＤＲディスクローター

技
術
コ
ラ
ム vol.74

ク
ー
リ
ン
グ
フ
ァ
ー
ン
編
（
電
動
フ
ァ
ン
）



考
え
ら
れ
る
原
因

·
ク
ラ
ッ
チ
コ
イ
ル
断
線

·
熱
保
護
セ
ン
サ
ー
故
障

·
ク
ラ
ッ
チ
滑
り
に
よ
る
過
熱

長
期
間
に
わ
た
り
ク
ラ
ッ
チ
が
滑
っ
た

状
態
で
使
用
さ
れ
る
と
、
コ
イ
ル
温
度

が
上
昇
し
焼
損
・
断
線
に
至
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。 

C
ク
ラ
ッ
チ
が
断
続
的
に
Ｏ
Ｎ
／

Ｏ
Ｆ
Ｆ
を
繰
り
返
す

考
え
ら
れ
る
原
因 

·
高
圧
セ
ン
サ
ー
異
常

·
エ
キ
ス
パ
ン
シ
ョ
ン
バ
ル
ブ
詰
ま
り

·
レ
シ
ー
バ
ー
内
部
閉
塞

·
異
物
混
入
に
よ
る
冷
媒
流
量
異
常

シ
ス
テ
ム
内
に
発
生
し
た
異
物
や
劣
化

オ
イ
ル
に
よ
っ
て
冷
媒
循
環
が
阻
害
さ

れ
る
と
、
圧
力
異
常
を
検
知
し
た
制
御

系
が
コ
ン
プ
レ
ッ
サ
ー
へ
の
電
源
供
給

を
断
続
的
に
停
止
し
ま
す
。 

D
停
車
中
の
み
唸
り
音
が
発
生
し

冷
え
な
く
な
る
が
走
行
す
る
と

回
復
す
る 

考
え
ら
れ
る
原
因 

·
電
動
フ
ァ
ン
回
転
不
足

·
コ
ン
デ
ン
サ
ー
冷
却
不
足

·
高
圧
異
常
上
昇

走
行
時
は
走
行
風
に
よ
っ
て
コ
ン
デ
ン

サ
ー
が
冷
却
さ
れ
る
た
め
症
状
が
改
善

し
ま
す
。
し
か
し
停
車
時
は
電
動
フ
ァ

ン
の
み
で
冷
却
を
行
う
た
め
、
フ
ァ
ン

性
能
が
低
下
し
て
い
る
場
合
は
高
圧
側

圧
力
が
上
昇
し
冷
房
能
力
が
低
下
し
ま

す
。

E
良
く
冷
え
る
が
一
定
時
間
経
過

後
に
冷
え
な
く
な
り
、
し
ば
ら

く
す
る
と
回
復
す
る 

考
え
ら
れ
る
原
因 

·
冷
却
能
力
不
足

·
熱
膨
張
に
よ
る
内
部
ク
リ
ア
ラ
ン
ス

異
常

·
電
動
フ
ァ
ン
性
能
低
下

·
圧
力
異
常
制
御

コ
ン
プ
レ
ッ
サ
ー
が
高
温
状
態
に
な
る

と
効
率
が
低
下
し
、
一
時
的
に
冷
房
能

力
が
失
わ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。 

②
コ
ン
プ
レ
ッ
サ
ー
取
り
外
し

後
の
点
検 

コ
ン
プ
レ
ッ
サ
ー
交
換
前
に
は
、
残
留

オ
イ
ル
の
状
態
確
認
を
必
ず
実
施
し
て

く
だ
さ
い
。

　

新
品
オ
イ
ル

　

特
徴

　

・
無
色
透
明

　

・
低
粘
度

　

劣
化
オ
イ
ル

　

特
徴

　

・
経
年
劣
化

　

・
高
熱
に
よ
る
変
色

　

・
潤
滑
性
能
低
下

（
←
次
ペ
ー
ジ
へ
）

は
じ
め
に

エ
ア
コ
ン
コ
ン
プ
レ
ッ
サ
ー
を
交

換
す
る
前
に
、
ま
ず
現
在
装
着
さ

れ
て
い
る
コ
ン
プ
レ
ッ
サ
ー
の
状

態
を
正
確
に
診
断
す
る
こ
と
が
重

要
で
す
。

コ
ン
プ
レ
ッ
サ
ー
の
故
障
は
経
年

劣
化
だ
け
が
原
因
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
近
年
で
は
夏
季
の
高
外
気
温

や
冷
却
性
能
の
低
下
に
よ
る
熱
負

荷
の
増
大
が
原
因
と
な
り
、
比
較

的
低
走
行
距
離
の
車
両
で
も
故
障

が
発
生
す
る
事
例
が
増
え
て
い
ま

す
。

①
症
状
別
診
断 

A
冷
媒
ガ
ス
は
充
填
さ
れ
て
お
り

ク
ラ
ッ
チ
も
作
動
す
る
が
異
音

が
発
生
し
冷
え
な
い 

考
え
ら
れ
る
原
因 

·
コ
ン
プ
レ
ッ
サ
ー
内
部
機
構
の
損
傷

·
圧
縮
機
構
の
内
部
リ
ー
ク

·
ベ
ア
リ
ン
グ
損
傷

·
焼
付
き
初
期
症
状

内
部
部
品
が
干
渉
す
る
こ
と
で
異
音
が

発
生
し
、
十
分
な
圧
縮
が
行
わ
れ
な
く

な
る
た
め
冷
房
性
能
が
低
下
し
ま
す
。

B
ク
ラ
ッ
チ
回
路
に
は
電
圧
が
供

給
さ
れ
て
い
る
が
ク
ラ
ッ
チ
が

作
動
し
な
い
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金
属
粉
混
入
オ
イ
ル

　

特
徴

　

・
黒
褐
色

　

・
金
属
粉
・
摩
耗
粉

　

・
異
臭

※
コ
ン
プ
レ
ッ
サ
ー
の
種
類
に
よ
っ
て

は
、
見
た
目
が
綺
麗
な
オ
イ
ル
で
も

微
細
な
金
属
粉
が
混
入
し
て
い
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。 

③
エ
ア
コ
ン
サ
イ
ク
ル
内
の
異

物
拡
散 

コ
ン
プ
レ
ッ
サ
ー
内
部
で
発
生
し
た
金

属
粉
は
混
合
ガ
ス
と
共
に
エ
ア
コ
ン
サ

イ
ク
ル
内
を
循
環
し
ま
す
。
冷
媒
の
流

れ
は
以
下
の
通
り
で
す
。

コ
ン
プ
レ
ッ
サ
ー
・
コ
ン
デ
ン
サ
ー
・

レ
シ
ー
バ
ー
・
エ
キ
ス
パ
ン
シ
ョ
ン
バ

ル
ブ
・
エ
バ
ポ
レ
ー
タ
ー
・
コ
ン
プ
レ

ッ
サ
ー

冷
媒
ガ
ス
だ
け
で
な
く
、
コ
ン
プ
レ
ッ

サ
ー
オ
イ
ル
も
冷
媒
と
と
も
に
サ
イ
ク

ル
内
を
循
環
し
て
い
ま
す
。
一
般
的
に

コ
ン
プ
レ
ッ
サ
ー
内
部
に
残
留
す
る
オ

イ
ル
は
全
体
の
20
〜
30
％
程
度
で
あ
り
、

残
り
は
サ
イ
ク
ル
全
体
を
循
環
し
て
い

ま
す
。
そ
の
た
め
コ
ン
プ
レ
ッ
サ
ー
内

部
で
発
生
し
た
金
属
粉
や
劣
化
オ
イ
ル

は
、
サ
イ
ク
ル
全
体
へ
拡
散
し
ま
す
。

コ
ン
プ
レ
ッ
サ
ー
が
故
障
す
る
と
「
圧

縮
機
」
で
は
な
く
「
ゴ
ミ
発
生
機
」
と

な
り
ま
す
。 

比
較
的
大
き
な
異
物
は
コ

ン
デ
ン
サ
ー
や
レ
シ
ー
バ
ー
で
捕
捉
さ

れ
ま
す
が
、微
細
な
金
属
粉
は
通
過
し
、

エ
キ
ス
パ
ン
シ
ョ
ン
バ
ル
ブ
や
エ
バ
ポ

レ
ー
タ
ー
内
部
に
ま
で
到
達
し
ま
す
。

こ
れ
を
見
落
と
し
た
場
合 

·
ガ
ス
チ
ャ
ー
ジ
時
に
異
音
が
発
生
す
る

·
修
理
直
後
に
焼
付
き
が
再
発
す
る

·
半
年
〜
1
年
後
に
再
故
障
す
る

と
い
っ
た
ト
ラ
ブ
ル
に
つ
な
が
り
ま
す
。

④
サ
イ
ク
ル
全
交
換
が
必
要
な

ケ
ー
ス 

コ
ン
デ
ン
サ
ー
や
レ
シ
ー
バ
ー
の
配
管

を
取
り
外
し
、
不
純
物
の
有
無
を
確
認

し
ま
す
。
さ
ら
に
エ
バ
ポ
レ
ー
タ
ー
側

配
管
も
点
検
し
、
金
属
粉
や
黒
色
オ
イ

ル
が
確
認
さ
れ
た
場
合
は
サ
イ
ク
ル
全

体
が
汚
染
さ
れ
て
い
る
と
判
断
し
ま
す
。

こ
の
場
合
は
以
下
の
部
品
交
換
が
必
要

に
な
り
ま
す
。

·
コ
ン
プ
レ
ッ
サ
ー

·
コ
ン
デ
ン
サ
ー

·
レ
シ
ー
バ
ー

·
エ
キ
ス
パ
ン
シ
ョ
ン
バ
ル
ブ

·
エ
バ
ポ
レ
ー
タ
ー

·
高
圧
ゴ
ム
ホ
ー
ス
パ
イ
プ

·
低
圧
ゴ
ム
ホ
ー
ス
パ
イ
プ

故
障
原
因
と
対
策 

⑤
コ
ン
プ
レ
ッ
サ
ー
故
障
の
背
景  

近
年
は
夏
季
の
外
気
温
が
35
度
〜
40
度

に
達
す
る
こ
と
も
珍
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。

一
方
車
両
で
は
軽
量
化
・
Ｃ
Ｏ
２
削
減
・

冷
媒
の
環
境
対
応
化
な
ど
が
進
め
ら
れ

い
ま
す
。
し
か
し
軽
量
化
に
伴
い
コ
ン

デ
ン
サ
ー
の
小
型
化
・
配
管
容
量
の
縮

小
・
オ
イ
ル
封
入
量
の
減
少
が
進
み
冷

却
性
能
や
潤
滑
性
能
の
余
裕
が
少
な
く

な
っ
て
い
る
と
考
え
ま
す
。

さ
ら
に
電
動
フ
ァ
ン
の
性
能
低
下
が
加

わ
る
こ
と
で
、
比
較
的
新
し
い
車
両
３

年
か
ら
５
年
走
行
距
離
３
万
〜
６
万
㎞

程
度
の
車
両
で
も
コ
ン
プ
プ
レ
ッ
サ
ー

の
故
障
事
例
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

⑥
電
動
フ
ァ
ン
同
時
交
換
の
推
奨

  コ
ン
プ
レ
ッ
サ
ー
故
障
は
経
年
劣
化
だ

け
で
な
く
、
冷
却
系
統
の
性
能
低
下
に

よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
る
ケ
ー
ス
も
少

な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

・
使
用
年
数

・
走
行
距
離

だ
け
で
判
断
せ
ず
、
コ
ン
プ
レ
ッ
サ
ー

交
換
時
に
は
電
動
フ
ァ
ン
の
状
態
も
点

検
し
、
必
要
に
応
じ
て
同
時
交
換
を
推

奨
し
ま
す
。

冷
却
効
率
向
上
の
対
策 

新
車
時
に
は
コ
ン
デ
ン
サ
ー
と
ラ
ジ
エ

ー
タ
ー
の
接
合
部
（
上
下
左
右
）
に
ス

ポ
ン
ジ
シ
ー
ル
が
装
着
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
ス
ポ
ン
ジ
に
は
、

·
停
車
時
に
電
動
フ
ァ
ン
の
通
風
量
を

適
切
に
確
保

·
走
行
時
に
コ
ン
デ
ン
サ
ー
と
ラ
ジ
エ

ー
タ
ー
の
通
風
量
の
確
保 

と
い
う
役
割
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
経

年
劣
化
に
よ
り
脱
落
・
変
形
す
る
と
、

冷
却
効
率
が
低
下
し
ま
す
。
し
か
し
経

年
劣
化
に
よ
り
脱
落
・
変
形
す
る
と
、

冷
却
効
率
が
低
下
し
ま
す
。
そ
の
た
め

定
期
的
な
点
検
を
行
い
、
劣
化
が
確
認

さ
れ
た
場
合
は
補
修
ま
た
は
貼
り
替
え

を
実
施
し
て
く
だ
さ
い
。

⑦
軽
自
動
車
・
普
通
車
に
共
通

す
る
問
題 

近
年
、
電
動
フ
ァ
ン
モ
ー
タ
ー
の
不
具

合
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

主
な
原
因

·
ブ
ラ
シ
の
早
期
摩
耗

·
モ
ー
タ
ー
銅
線
の
劣
化

·
ベ
ア
リ
ン
グ
摩
耗

大
型
車
で
は
フ
ァ
ン
の
カ
ッ
プ
リ
ン
グ

の
不
具
合
も
発
生
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

ら
の
不
具
合
に
よ
っ
て
コ
ン
デ
ン
サ
ー

冷
却
能
力
が
低
下
す
る
と
、
高
圧
側
圧

力
が
異
常
上
昇
し
、
コ
ン
プ
レ
ッ
サ
ー

が
熱
膨
張
を
起
こ
し
て
焼
損
す
る
原
因

と
な
り
ま
す
。 

⑧
電
動
フ
ァ
ン
故
障
が
見
つ
け

に
く
い
理
由

 

電
動
フ
ァ
ン
が
完
全
停
止
し
て
い
る
場

合
は
比
較
的
容
易
に
診
断
で
き
ま
す
が

し
か
し

·
回
転
数
が
低
下
し
て
い
る

·
高
音
時
の
み
性
能
が
落
ち
る

と
い
っ
た
症
状
は
整
備
工
場
で
再
現
す

る
事
が
非
常
に
困
難
で
そ
の
為
異
常
が

見
逃
さ
れ
交
換
に
至
ら
な
い
ケ
ー
ス
も

少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

再
現
が
難
し
い
理
由 

整
備
工
場
で
の

·
長
距
離
走
行

·
長
時
間
走
行

·
過
酷
な
外
気
温

な
ど
、
ユ
ー
ザ
ー
が
実
際
に
使
用
す
る

過
酷
な
条
件
を
完
全
に
再
現
す
る
こ
と

が
で
き
な
い
た
め
で
す
。 

そ
の
結
果
、

入
庫
時
に
は
正
常
で
も
実
際
の
使
用
環

境
で
は
不
具
合
が
発
生
す
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

ま
と
め

コ
ン
プ
レ
ッ
サ
ー
故
障
は
単
な
る

経
年
劣
化
だ
け
で
な
く
、
コ
ン
デ

ン
サ
ー
冷
却
不
足
や
電
動
フ
ァ
ン

性
能
低
下
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ

れ
る
ケ
ー
ス
が
非
常
に
多
く
あ
り

ま
す
。

コ
ン
プ
レ
ッ
サ
ー
交
換
時
に
は
、

サ
イ
ク
ル
内
部
の
汚
染
状
況
確
認

と
冷
却
系
統
の
総
合
点
検
を
必
ず

実
施
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
コ
ン
デ
ン
サ
ー
・
電
動
フ

ァ
ン
・
ス
ポ
ン
ジ
シ
ー
ル
な
ど
の

冷
却
関
連
部
品
も
同
時
に
点
検
し
、

必
要
に
応
じ
て
交
換
す
る
こ
と
で

再
発
防
止
に
つ
な
が
り
ま
す
。

電動ファン

カップリング

ラヂエーター スポンジ コンデンサー

（
資
料
提
供
） 

 

　
㈱
デ
ィ
ー
テ
ッ
ク



そ
の
エ
ー
ミ
ン
グ
、「
１
人
」
で
ス
マ
ー

ト
に
終
わ
ら
せ
ま
せ
ん
か
？

〜
ス
ペ
ー
ス
の
壁
を
破
り
、「
２
人
が
か
り
で

60
分
」
の
常
識
を
変
え
る
次
世
代
A
D
A
S

整
備
の
決
定
版
〜

　

自
動
ブ
レ
ー
キ
等
の
普
及
で
必
須
と
な
っ

た
エ
ー
ミ
ン
グ
作
業
。
し
か
し
現
場
で
は
、

ア
ナ
ロ
グ
な
位
置
出
し
に
よ
る「
時
間
」と「
人

材
」
の
ロ
ス
や
、「
広
い
作
業
ス
ペ
ー
ス
」「
大

量
の
物
理
パ
ネ
ル
の
購
入
・
保
管
」
が
大
き

な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
の

主
流
は
「
デ
ジ
タ
ル
に
よ
る
自
動
化
」。

　
「
Ｍ
Ａ
Ｈ
Ｌ
Ｅ 
Ｔ
ｅ
ｃ
ｈ
Ｐ
Ｒ
Ｏ
® 

Ｄ
ｉ

ｇ
ｉ
ｔ
ａ
ｌ 

Ａ
Ｄ
Ａ
Ｓ 
２
・
０
」
な
ら
、
現

場
の
課
題
を
劇
的
に
解
決
し
ま
す
！

①【
特
許
技
術
で
圧
倒
的
時
短
！
１
人
で
約
５

分
〜
10
分
】

　

特
許
取
得
済
み
の
「
Ｋ
ｅ
ｙ
Ｓ
ｔ
ｏ
ｎ
ｅ 

Ｔ
ｅ
ｃ
ｈ
ｎ
ｏ
ｌ
ｏ
ｇ
ｙ
（
台
形
補
正
機

能
）」
に
よ
り
、
面
倒
な
車
両
中
心
出
し
を

全
自
動
化
し
ま
す
。
熟
練
の
勘
に
頼
ら
ず

若
手
１
人
で
も
作
業
が
ス
ム
ー
ズ
に
完
了

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

②【
国
産
車・輸
入
車
、Ｅ
Ｖ
ま
で
幅
広
く
対
応
】 

　

日
本
車
や
輸
入
車
は
も
ち
ろ
ん
Ｅ
Ｖ
ま
で

対
応
、
細
か
な
仕
様
違
い
ま
で
自
動
識
別
。

今
ま
で
デ
ィ
ー
ラ
ー
に
頼
っ
て
い
た
外
注

作
業
の
多
く
を
自
社
に
取
り
込
み
、
時
間

と
コ
ス
ト
の
ロ
ス
を
劇
的
に
減
ら
し
ま
す
。

③【
既
存
の
ス
ペ
ー
ス
を
有
効
活
用
】 

　

物
理
的
な
ボ
ー
ド
が
不
要
で
、
モ
ニ
タ
ー

を
車
両
の
前
に
設
置
す
る
だ
け
で
作
業
が

可
能
で
す
。
従
来
の
よ
う
に
４
〜
５
ｍ
の

距
離
を
確
保
す
る
必
要
が
な
い
た
め
、「
ウ

チ
は
狭
い
か
ら
」
と
諦
め
て
い
た
既
存
の

限
ら
れ
た
ス
ペ
ー
ス
で
も
最
大
限
に
活
用

で
き
ま
す
。

　

エ
ー
ミ
ン
グ
の
対
応
可
否
が
、
整
備
工
場
の
評
価
を
左
右
す
る
時
代
に
入

り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

本
機
を
導
入
し
、
次
世
代
の
需
要
を
確
実
に
掴
む
ガ
レ
ー
ジ
経
営
の
「
最

適
解
」
を
手
に
入
れ
ま
せ
ん
か
？

（
お
問
い
合
わ
せ
先
）

明
治
産
業
株
式
会
社 

Ｓ
ｅ
ｉ
ｋ
ｅ
ｎ 

ｅ
ー
Ｇ
ａ
ｒ
ａ
ｇ
ｅ 

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

☎
0
4
6
・
2
6
5
・
1
9
0
2　

https://w
w
w
.seiken-e-garage.com

/

（
長
坂
圭
将
）

　

岐
阜
県
で
う
な
ぎ
と
い
え
ば
、
多
く
の

人
が
ま
ず
名
前
を
挙
げ
る
お
店
の
一
つ
が
、

大
垣
市
東
前
の
「
川
貞
」
で
あ
る
。
地
元

で
長
く
愛
さ
れ
る
老
舗
で
、
本
店
（
現
在

は
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
の
み
）
と
東
店
が
あ
る
。

　

川
貞
の
う
な
ぎ
は
肉
厚
で
食
べ
応
え
が

あ
り
、
外
は
カ
リ
ッ
と
中
は
フ
ワ
ッ
と
焼

か
れ
て
い
る
。
そ
の
香
ば

し
さ
と
甘
辛
の
タ
レ
や
山

椒
は
白
米
と
相
性
抜
群
で
、

自
然
と
箸
が
進
む
時
間
は
、

ま
さ
に
食
の
幸
せ
を
感
じ

る
ひ
と
と
き
だ
。

　

定
番
の
ひ
つ
ま
ぶ
し
や

う
な
ぎ
丼
に
加
え
、
鰻
豚

丼
な
ど
の
メ
ニ
ュ
ー
も
あ

る
。

　

さ
ら
に
、
ひ
つ
ま
ぶ
し

や
う
な
ぎ
丼
は
、
う
な
ぎ

の
量
に
応
じ
て
松
竹
梅
の

メ
ニ
ュ
ー
に
分
か
れ
て
い

る
た
め
、
お
好
み
の
量
や
予
算
に
合
わ
せ

て
選
ぶ
こ
と
が
で
き
、
様
々
な
ニ
ー
ズ
に

合
わ
せ
て
食
事
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
。

　

定
食
に
は
季
節
の
果
物
も
添
え
ら
れ
、

し
っ
か
り
し
た
味
つ
け
の
う
な
ぎ
を
味
わ

っ
た
後
の
口
直
し
に
つ
い
て
も
心
配
は
要

ら
な
い
。

　

東
店
で
は
、
店
内
の
窓
か
ら
は
ち
ょ
っ

と
し
た
日
本
庭
園
を
眺
め
る
こ
と
も
で
き
、

住
宅
街
に
あ
る
こ
と
を
感
じ
さ
せ
な
い
趣

が
あ
る
。

　

も
う
す
ぐ
土
用
丑
の
日
。
ち
ょ
っ
と
贅

沢
な
食
事
を
楽
し
み
に
、
ぜ
ひ
訪
れ
て
み

て
は
い
か
が
だ
ろ
う
か
。

（
柳
瀬
幸
一
）

※
メ
ニ
ュ
ー
に
つ
い
て
は

2
0
2
6
・
6
・
1
現
在
の

情
報
の
た
め
、
異
な
る
場
合

が
ご
ざ
い
ま
す
。
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地
元
の
美
味
し
い
も
の

岐阜県

「
う
な
ぎ
の
川
貞　

東
店
」

autohands meeting report2026
SUMMERREPORT 例会便り

VOLUME 62Hot selling!! 今売れ商品
hot-selling product

MAHLE TechPRO® Digital ADAS 2.0

　人材派遣会社最大手「パソナグループ」が
本社機能の一部を淡路島に移転。飲食店企画
経営･地方創生のバルニバービが淡路島西海
岸を中心に開発と、今淡路島が凄い事になっ
ている。神戸で例会があり、せっかくなので
視察を兼ねて希望者だけで淡路島に行ってき
ました。以前は震災の傷跡が残る島のイメー
ジが強く、訪問先も震災記念公園しか記憶に
ありませんでした。観光地となった今、道の
駅も複数点在し、人気店は平日にもかかわら
ず飲食するのに大行列、週末は入場制限する
ほどだそうです。人口12万7000人の東京都
の特別区と同じ面積の淡路島。今後の発展が
楽しみな町でした。　　　　　 （花ケ崎　巧）

当社はフィルター製造の専門メーカーとして
自動車用、建設機械用、工作機械用、
純水装置用、クリーニング用など

さまざまな分野で社会に貢献しています。

営業所／旭川・札幌・仙台・盛岡・郡山・足立・江東・多摩
　　　　日本橋・大阪・岡山・福岡・熊本・鹿児島・沖縄

本社・工場　〒367ー0223
埼玉県本庄市児玉町田端390
  TEL 0495ー72ー3131㈹
  FAX 0495ー72ー3554

アルプス工業株式会社
代理店

株式会社 アクセス
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金
刀
比
羅
神
社

「
狛
猫
」

　
京
丹
後
市
峰
山
町
に
あ
る
金
刀
比
羅

神
社
。
創
建
は
1
8
1
1
年
、
旧
峰
山

藩
の
京
極
高
備
が
丸
亀
・
多
度
津
の
京

極
家
お
よ
び
総
本
宮
金
刀
比
羅
宮
に
御

分
霊
を
勧
請
し
建
立
し
た
こ
と
に
始
ま

る
と
の
こ
と
で
す
。
地
元
に
根
付
き
慕

わ
れ
て
い
る
神
社
で
す
が
、
こ
こ
に
は

全
国
で
唯
一
こ
こ
だ
け
の
も
の
が
あ
り

ま
す
。
そ
れ
は
、狛
犬
な
ら
ぬ「
狛
猫
」

が
い
る
の
で
す
。

　
こ
の
地
域
は
、
古
く
か
ら
丹
後
ち
り

め
ん
の
産
地
で
、
ち
り
め
ん
問
屋
、
糸

屋
が
軒
を
連
ね
、
織
物
業
者
で
に
ぎ
わ

っ
て
い
ま
し
た
。
農
家
の
多
く
は
、
絹

を
生
産
す
る
た
め
の
養
蚕
を
営
み
に
し

て
い
ま
し
た
。

　
そ
の
養
蚕
の
大
敵
に
ネ
ズ
ミ
が
い
ま

す
。
ネ
ズ
ミ
は
マ
ユ
や
蚕
を
食
い
荒
ら

し
大
損
害
を
も
た
ら
し
ま
す
。
そ
こ
で
、

猫
に
ネ
ズ
ミ
を
退
治
し
て
も
ら
お
う
と

の
こ
と
。
山
城
国
の
木
嶋
神
社
よ
り
機

織
養
蚕
の
守
護
神
を
迎
え
て
、
金
刀
比

羅
神
社
内
に
お
祀
り
し
た
と
き
に
、
地

元
の
商
人
や
養
蚕
家
た
ち
に
よ
っ
て
、

一
対
の「
狛
猫
」が
奉
納
さ
れ
ま
し
た
。

　
境
内
に
は
、
狛
猫
を
モ
チ
ー
フ
に
し

た
置
物
が
並
べ
ら
れ
、
狛
猫
お
守
り
、

狛
猫
絵
馬
な
ど
地
元
に
愛
さ
れ
て
い
ま

す
。
一
度
、金
刀
比
羅
神
社
の「
狛
猫
」

に
会
い
に
来
て
み
ま
せ
ん
か
。

（
望
月
　
剛
）

COLUMN

ご
当
地
「
観
光
大
使
」 

〜
京
都
府
・
京
丹
後
市
〜

BEST SELLER
おススメの本

　私は『体力お化けへの道』を読んで、体力の大切さ
について改めて考えることができました。この本には、
体力は生まれつきのものだけではなく、毎日の積み重
ねによって身につけることができると書かれていまし
た。そのため、どんな人でも努力を続ければ体力を高
められることが分かりました。
　特に印象に残ったのは、運動だけでなく、十分な睡
眠やバランスの良い食事も体力づくりに欠かせないと
いうことです。私はこれまで体力をつけるためには運
動ばかりが大切だと思っていましたが、生活習慣全体
を整えることが必要だと学びました。
　また、体力があると勉強や仕事、スポーツなどに前
向きに取り組めることも分かりました。体力は健康な
体をつくるだけでなく、心の元気にもつながる大切な
力だと思います。人生からだが資本とつくづく思いま
した。
　この本を読んで、私も毎日少しずつ運動を続け、早
寝早起きや規則正しい食事を心がけたいと思いました。
そして、体力のある健康的な生活を送り、自分の目標
に向かって努力を続けていきたいと思います。

（黒川　毅）

体力お化けへの道
頭も体も疲れにくくなるスゴイ運動

 著者／澤木一貴（KADOKAWA）
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